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「シンボルツリー・イチョウの木と安全について」、 

                                校 長  児 玉  猛 

 立春を迎え、暦の上では春となりましたが、まだまだ寒さの厳しい日が続いています。
県内では、インフルエンザに一度罹患しても、別のタイプに罹患するという状況が広が
っているようです。予防のために、これからもこまめな手洗い、うがいを続けて欲しい
と願っています。 

 さて、本校のシンボルツリーに大きなイチョウの木が 2 本あります。昨年度、子供
たちに本校の「ゆるキャラ」コンテストをした際に、イチョウの木をモチーフにした作

品が多数ありました。子供たちもイチョウの木をシンボルとして意識しているのを感じ
ることでした。 

 子供たちや卒業生、校区の方に親しまれたイチョウの木ですが、公民館に近い方の 1
本が、幹の樹皮が剥がれ落ちるようになりました。樹木医によりますと、胴枯病と診断
され、樹皮が朽ちているのは、シロアリによるものではないかとのことでした。今すぐ
枯れて倒れるということはないのですが、近い将来、幹だけではなく、樹木全体に胴枯
病が広がり、枝の落下などの危険があるそうです。存続させるのか、撤去するのかは、
学校や教育委員会だけでは判断できないので、公民館運営審議会で役員の皆様の判断に
委ねることになりました。 

 存続させるのであれば、もし朽ちて枝が落下しても安全なようにイチョウの木の周囲
に柵を設けたり、根を傷めないように車の乗り入れを制限したりとの措置が必要になる
そうです。熟議を重ねた結果、子供たちや校区民の安全には変えられないこと、公民館
の施設利用や学校への乗り入れが難しくなることから、抜根まで含めた撤去を行うこと

になりました。 

 落葉する時期は、近隣住民の方には清掃をお手伝いいただいて、少々悩ませたイチョ
ウの木でしたが、撤去となるとやはり寂しいものです。子供たちも生活科で黄色の絨毯

を楽しんだり、清掃活動をしたりしてきましたので、少々もの悲しげな様子ですが、安
全には変えられないことを話すと納得してもらえたようでした。 

 伐採作業は、3 月中旬を予定しております。伐採して、抜根をしておしまいというわ
けではなく、そのあとの整地まで時間がかかることが予想されます。 

公民館や学校にお越し際には御不便をおかけすることになりますが、御理解いただき
ますようよろしくお願いいたします。 

 また、もう一本のイチョウの木も安全のために、強剪定を実施する予定になっていま
す。枝振りがよいイチョウの木が見られるのもあと 1 か月ほどとなりますので、お近
くに来られた際は、写真や心にその姿を留めていただければ幸いです。 
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学校ブログ「岩南小 

学校の春夏秋冬」ほ 

ぼ毎日更新中!! 

特色ある岩南の教育 

を、ぜひ御覧ください。 

２月中旬から３月上旬の行事予定 
２月２０日（金） 吉井淳二展鑑賞・校外学習 
２月２３日（日） 親子読書の日 
２月２４日（月） 県下一周駅伝応援 
３月０６日（金） 授業参観・学級 PTA・PTA総務委員会 
３月１６日（月） 心の教育の日 

食に関する指導・給食試食会 
 １・２年生は、栄養教諭の瀬戸山先生と一緒に給食のひみつにつ
いて学習をしました。いつも食べている給食がどのようにして作ら

れ運ばれているのか、給食センターの方がどのような気持ちを込
めて作ってくださっているのかなど学ぶことができました。これから
給食を食べる際、給食センターの方の気持ちを考えて、おいしく食
べてくれることと思います。また、この日は、多くの保護者の方にも
参観していただきました。みんなで食に関しての学習を深く学ぶこ
とのできた一日でした。その後、給食試食会が行われ、親子で楽し
く給食を食べました。給食の準備や片付けなどもしっかりとできる
子供たちの姿を見て、保護者の方々も嬉しそうでした。 

図書室に新しい本が届きました～温かな御寄付に感謝して～ 
 この度、本校の元職員の御家族より寄付を頂き、新しく図書の本を購入いたしま
した。司書の先生が「楽しく本を読んで欲しいな」という願いを込めて一冊一冊大

切に選びました。新しく届いた本が棚に並ぶと、子供たちは大喜び。子供たちの読
書の世界がまた一歩広がっています。寄付をしてくださいましたことに心より感謝
申し上げます。（※匿名の御寄付でした） 

学校保健委員会「子供の SOSの受け止め方教育」 
スクールカウンセラーの新留先生に来校していただき、「子供の心の健康を守

る」について講義をしてもらいました。子供たちの朝の様子から「気持ち」「体調」

を観察し些細な信号をキャッチすることの大切さや子供がつらい・苦しいときどの

ような対処をしていけばよいかなど詳しく教えていただきました。講義を聞きなが

ら、保護者の方には「なるほど」「このようにするとよいのか」など考えるきっかけ

となったと思います。また、家庭でも学校でも子供たちにとって快適な居場所づく

りをしていくことの大切さについても学ぶことができ、今後の家庭生活・学校生活

に生かしていきたいと思う講義でした。 

 

 

吉井淳二記念大賞展 ジュニア部門 
奨励賞 ３年 池田 輝星さん「いちりん車のろうかな」 
特  選 ３年 園田 みなみさん「ゆめの中のわたし」 
       ３年 高吉 真凜さん「ふとんの上でつめ切り」 
       ２年 池田 昊翔さん「しましまをかりたぞう」 

       １年 永山 稟乃さん「「ねんねこゆめの中」 
入  選 １年 濱川 陽葵さん「こうえんのあるおうち」 

リサイクル活動の御協力のお礼 
リサイクル活動への御協力ありがとうございました。

多くのリサイクル品を集めることができました。例年と

異なる方法での収集でしたが、２回目となり前回より

もスムーズに回収する 

ことができました。今後 

とも、御協力と御理解 

の程よろしくお願いい 

たします。 

受賞おめでとう！ 
 


